
専攻科
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（授業概要）



Our Educational Policy and Objectives: Ideas of What Our Education Ought To Be
1. Our Missions are:

1. To train and educate students to be what we consider “ideal engineers”
2. To make a technological contribution to the community

2. Our Educational Goals
We aim to train and educate students to be engineers who can execute an immediate task, taking a 

wide view of things, in spite of the complicated, varying industrial structure. Students are expected to 
acquire a comprehensive view of technology and implement ideas according to the needs from the 
community and the whole society. The following are more specific descriptions of what we mean by “ideal 
engineers”:
(A) Engineers equipped with integrity composed of intellect, morality and physical well-being

A-1 The students should acquire a wide range of knowledge and grasp problems from a “global” point of 
view.

A-2 The students should be able to understand cultural differences and acknowledge various values.
(B) Engineers having acquired skills and knowledge necessary for engineering

B-1 The students should acquire basic knowledge of mathematics and natural sciences.
B-2 The students should be able to apply appropriate measurement techniques to collect data.
B-3 The students should be able to analyze and evaluate information to make a clear presentation 

based on appropriate quantification processes.
(C) Engineers being able to solve problems from various points of view

C-1 The students should be able to recognize and grasp relationships among different fields of study.
C-2 The students should be able to elucidate engineering problems on the basis of fundamental 

knowledge of technology.
C-3 The students should be able to plan and execute experiments by using essential experimental 

techniques and evaluate the results.
C-4 The students should be able to plan and design methods to solve problems by making full use of 

knowledge and techniques in their specialized fields, considering the status quo of society.
(D) Engineers having developed an appropriate ethical perspective to view the way technology 

is situated
D-1 The students should be able to recognize technology-related ethical issues and demonstrate an 

adequate ethical understanding.
D-2 The students should be able to examine practical problems and apply knowledge of technology and 

ethics to solve them.
(E) Engineers being able to maintain an inquisitive mind and autonomy in problem-solving 

processes
E-1 The students should be able to maintain an interest in wide-ranging academic fields and pursue 

their knowledge with ample inquisitive spirit.
E-2 The students should be able to identify where they are in the process of study and keep records to 

carry on their study.
(F) Engineers having acquired essential communicative competence

F-1 The students should be able to write comprehensible sentences/essays and communicate orally in 
their native languages.

F-2 The students should be able to understand the outlines of technical writings written in English.
F-3 The students should be able to write English summaries of their study and make use of English 

expressions for their presentation.
(G) Engineers having become sociable and cooperative

G-1 The students should be able to demonstrate an interest and sustain motivation in social 
participation.

G-2 The students should be able to work effectively in teams and take on any required roles 
incorporation/collaboration with others.

－「生産システム工学」教育プログラムの達成目標の英語版－



別表第３
生産システム工学専攻

前期 後期 前期 後期
比較文化論 講義 2 2 2 遠山 14
郷土の文学と人間 講義 2 2 2 道園 15
技術倫理 講義 2 2 2 小林・木場・藤野 1
技術開発と知的財産権 講義 2 2 2 河崎 16
上級英語 講義 2 2 2 宇ノ木 2
科学技術英語 講義 2 2 2 湯治・村山 3
スピーチ・コミュニケーション 演習 2 2 道園・岩下 17
線形代数学 講義 2 2 2 濵田 4
データ解析 講義 2 2 2 大河内・小島 5
物理化学 講義 2 2 2 上土井 6
生命基礎科学 講義 2 2 2 金田 7
地球環境科学 講義 2 2 2 大河内 18
生産システム設計 講義 2 2 2 福田 19
生産デザイン論 講義 2 2 2 下田 20
エネルギー基礎工学 講義 2 2 2 古嶋 21
複合材料工学 講義 2 2 2 毛利 22
応用情報科学 講義 2 2 2 池田 8
計算応用力学 講義 2 2 2 田中禎 9
工業基礎計測 実験 2 2 2 木場・福田・田中（禎）・小田・湯治・中村・岩部・墨・元木 10
基礎工学演習 演習 2 2 2 井山・湯治・村田・上久保・内山・墨・元木 11
特別演習 演習 2 2 専攻長・特別研究指導教員 23-24
特別研究Ⅰ 実験 4 4 専攻長・特別研究指導教員 12-13
特別研究Ⅱ 実験 6 6 専攻長・特別研究指導教員 25-26

52 52
創造設計法 講義 2 2 河崎 43
数値設計工学 講義 2 2 田中裕 44
弾塑性理論 講義 2 2 福田 27
先端機能材料 講義 2 　 2 豊浦 45
流動論 講義 2 2 宮本 28
熱移動論 講義 2 2 山下 29
エネルギーシステム 講義 2 2 古嶋 46
制御理論 講義 2 2 小田 30
デジタル制御 議義 2 2 開 47
機械システム実験 実験 2 田中禎・宮本・毛利 48
物性論 講義 2 2 木場 31
情報代数学 講義 2 　 2 森内 49
電磁気現象論 講義 2 2 井上 32
電子物性デバイス論 講義 2 2 木場 33
電子応用工学 講義 2 2 白井 50
デジタルシステム 講義 2 2 池田 51
情報伝送工学 講義 2 2 森内 52
情報信号処理 講義 2 2 池田 34
プログラミング技法 講義 2 2 小島 53
情報システム実験 実験 2 井上・木場・米沢・村田 54
建設素材工学 講義 2 2 中村・浦野 35
構造解析学 講義 2 2 内山 55
振動解析学 講義 2 2 渕田 56
地盤保全工学 講義 2 2 岩部 36
水環境工学 講義 2 2 藤野 57
地域計画論 講義 2 2 磯田 37
空間計画学 講義 2 2 森山 58
住環境工学 講義 2 2 斉藤 59
景観設計演習 演習 2 2 下田 60
環境施設設計演習 演習 2 2 磯田・森山 38
建設システム実験 実験 2 浦野・岩部・岩坪・上久保 61
生命情報科学 講義 2 2 金田 62
応用微生物学 講義 2 2 弓原 39
生物化学 講義 2 2 墨 40
生物反応工学 講義 2 2 種村 63
分離工学 講義 2 2 墨・濱辺 64
分子機能工学 講義 2 2 大島 65
リサイクル技術 講義 2 2 木幡 41
環境分析技術 講義 2 2 上土井・濱辺 42
生物システム実験 実験 2 66
地域経済論 講義 2 2 時松 67
科学技術者と法 講義 2 2 小林・金田 68
電子計測技術 演習 1 1 湯冶・木場 69
情報通信技術 演習 1 1 藤本 70
創成演習 演習 1 1 渕田・木場 71
エンジニア実践セミナー 講義 2 専攻長・教育支援アドバイザー・非常勤講師 72
インターンシップⅠ 実習 専攻長・専攻科担任 73
インターンシップⅡ 実習 専攻長・専攻科担任 74
応用研究プロジェクト 実習 2 専攻長・特別研究指導教員 75
研究技術インターン 実習 1 専攻長・特別研究指導教員 76

学外 特別実習セミナー 講義・演習 1又は2 専攻長・専攻科担任 77
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表３別表-１ 学習・教育目標の達成度評価対象科目一覧（Ｈ２４年度対応版）          （生産システム工学専攻 機械システムコース）

学習
教育
目標

達成度
評価の
視点

JABEE
基準

達 成 度 評 価 対 象 科 目

本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

A

A-1 a
b

近代と文学（◎）
国語表現（◎）
法学（◎）
経済学（◎）
現代社会論Ｉ（◎）

日本現代文学（◎）
古典文学（◎）
哲学（◎）
現代社会論Ⅱ（◎）
東アジアの中の日本（○）

地域経済論（◎）
郷土の文学と人間（◎）
比較文化論（◎）

A-2 a
b

英語Ⅳ（◎）
現代社会論Ｉ（○）

東アジアの中の日本（◎）
英語Ｖ（○）

上級英語（○）
スピーチコミュニケーション（○）
比較文化論（○）

B

B-1 c

多変数の微分積分学（◎）
行列式と行列の応用（◎）
応用数学（◎）
材料力学（◎）
熱力学（◎）
流体力学（◎）

数理解析（○）
応用物理（◎）

線形代数学（◎）
データ解析（◎）
物理化学（◎）
物性論（◎）

情報代数学（◎）

B-2 d2-b
応用情報処理（○）
機械電気工学実験（○）

課題研究（○）
工業基礎計測（◎）
基礎工学演習（◎）
特別研究Ⅰ（○）

特別研究Ⅱ（○）
機械システム実験（○）
情報システム実験（○）

B-3 c
d2-b

応用数学（◎）
応用情報処理（◎）

数理解析（◎）
データ解析（◎）
応用情報科学（◎）
計算応用力学（◎）

特別演習（◎）

C

C-1 d1
現代社会論Ⅰ（○）
複合工学セミナーⅠ（○）※２

複合工学セミナーⅡ（○）※２

バイオメカニックス（○）
リサイクル工学（○）

生命基礎科学（◎）
応用情報科学（◎）
計算応用力学（◎）

地球環境科学（◎）
生産システム設計（◎）
エネルギー基礎工学（◎）
生産デザイン論（◎）
複合材料工学（◎）
情報代数学（○）

C-2
d2-a
d2-c
c

機械力学（◎）
マテリアル学（◎）
電気電子回路（◎）
材料力学（○）
熱力学（○）
流体力学（○）

熱流体現象論（◎）
制御工学（◎）
電磁気工学（◎）
総合設計（◎）
課題研究（◎）
塑性加工（◎）
熱機関（◎）
流体機械（◎）
コンピュータ計測（◎）
ロボット工学（◎）
コンピュータネットワーク（◎）
バイオメカニックス（◎）
リサイクル工学（◎）

特別研究Ⅰ（◎）
応用研究プロジェクト（◎）
弾塑性理論（◎）
流動論（◎）
熱移動論（◎）
制御理論（◎）
電磁気現象論（◎）
電子物性デバイス論（◎）
情報信号処理（◎）
物性論（○）

技術開発と知的財産権（○）
特別演習（◎）
特別研究Ⅱ（○）
応用研究プロジェクト（◎）
創造設計法（○）
数値設計工学（○）
機械システム実験（○）
エネルギーシステム（◎）
先端機能材料（◎）
デジタル制御（◎）
電子応用工学（○）
デジタルシステム（◎）
情報伝送工学（◎）
プログラミング技法（○）
情報システム実験（○）

C-3

d2-b
h
c
e

機械電気工学実験（◎）
複合工学セミナーⅠ（◎）※２

複合工学セミナーⅡ（◎）※２

課題研究（◎）
工業基礎計測（◎）
基礎工学演習（◎）
特別研究Ⅰ（◎）

特別演習（○）
機械システム実験（◎）
情報システム実験（◎）

C-4
d2-d
e

d2-a

機械工作学（◎）
設計製図（◎）
マテリアル学（○）
電気電子回路（○）
機械電気総合実習（○）
複合工学セミナーⅠ（◎）※２

複合工学セミナーⅡ（◎）※２

生産システム（◎）
精密加工（◎）
構造計算力学（◎）
シーケンス制御（◎）
電気電子デバイス（◎）
回路設計（◎）

工業基礎計測（◎）
基礎工学演習（◎）
創成演習（◎）
応用研究プロジェクト（◎）

特別演習（○）
特別研究Ⅱ（◎）
応用研究プロジェクト（◎）
先端機能材料（○）
デジタル制御（○）
デジタルシステム（○）
情報伝送工学（○）

D

D-1 b
a 現代社会論Ⅰ（○）

哲学（○）
生産システム（○）

技術倫理（◎）
生命基礎科学（○）
科学技術者と法（◎）

技術開発と知的財産権（○）
地球環境科学（○）

D-2 d2-d
b

法学（○）
インターンシップ（○）

バイオメカニックス（○）
リサイクル工学（○）
インターンシップ（○）

技術倫理（◎）
科学技術者と法（◎）
エンジニア実践セミナー（◎）
インターンシップⅠ（○）

技術開発と知的財産権（◎）
インターンシップⅡ（○）

E

E-1 d2-c
e 機械電気総合実習（◎）

塑性加工（○）
熱機関（○）
流体機械（○）
コンピュータ計測（○）
ロボット工学（○）
コンピュータネットワーク（○）

弾塑性理論（○）
流動論（○）
熱移動論（○）
制御理論（○）
電磁気現象論（○）
電子物性デバイス論（○）
情報信号処理（○）

技術開発と知的財産権（◎）
エネルギー基礎工学（○）
創造設計法（◎）
数値設計工学（◎）
エネルギーシステム（○）
電子応用工学（◎）
デジタルシステム（○）
情報伝送工学（○）
プログラミング技法（◎）

E-2 g
h

機械電気工学実験（○）
複合工学セミナーⅠ（○）※２

複合工学セミナーⅡ（○）※２

課題研究（◎）

工業基礎計測（○）
基礎工学演習（○）
特別研究Ⅰ（◎）
応用研究プロジェクト（○）

特別演習（◎）
特別研究Ⅱ（◎）
応用研究プロジェクト（○）
機械システム実験（○）
情報システム実験（○）

F

F-1 f 国語表現（◎） 課題研究（○）
特別研究Ⅰ（○）
応用研究プロジェクト（○）

スピーチコミュニケーション（◎）
特別演習（◎）
特別研究Ⅱ（◎）
応用研究プロジェクト（○）

F-2 f 英語Ⅳ（◎）
英語Ⅴ（◎）
技術英語（◎）

上級英語（◎）
科学技術英語（◎）
応用研究プロジェクト（○）

特別演習（◎）
応用研究プロジェクト（○）

F-3 f 英語Ⅳ（○）
英語Ⅴ（◎）
技術英語（○）
課題研究（○）

上級英語（○）
科学技術英語（○）

スピーチコミュニケーション（◎）
特別研究Ⅱ（◎）

G

G-1 a
g

現代社会論Ⅰ（○）
インターンシップ（○）

現代社会論Ⅱ（○）
東アジアの中の日本（○）
インターンシップ（○）

研究技術インターン（◎）
特別実習セミナー（○）
エンジニア実践セミナー（◎）
インターンシップⅠ（○）

研究技術インターン（◎）
特別実習セミナー（○）
インターンシップⅡ（○）

G-2
e
g
h

スポーツ科学（◎）
インターンシップ（◎）

健康科学（◎）
インターンシップ（◎）

インターンシップⅠ（◎） インターンシップⅡ（◎）

※１：ゴシック体の科目は，各学科・専攻で共通で開講している科目  ※２：特別選択科目の全学科共通のテーマとして実施（４年，５年対象）



表３別表-２ 学習・教育目標の達成度評価対象科目一覧（Ｈ２４年度対応版）       （生産システム工学専攻 情報システムコース）

学習
教育
目標

達成度
評価の
視点

JABEE
基準

達 成 度 評 価 対 象 科 目

本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

Ａ
Ａ－1

a
b

近代と文学（◎）
国語表現（◎）
法学（◎）
経済学（◎）
現代社会論Ｉ（◎）

日本現代文学（◎）
古典文学（◎）
哲学（◎）
現代社会論Ⅱ（◎）
東アジアの中の日本（○）

地域経済論（◎）
郷土の文学と人間（◎）
比較文化論（◎）

Ａ－２
a
b

英語Ⅳ（◎）
現代社会論Ｉ（○）

東アジアの中の日本（◎）
英語Ｖ（○）

上級英語（○）
スピーチコミュニケーション（○）
比較文化論（○）

Ｂ

Ｂ－１ c

多変数の微分積分学（◎）
行列式と行列の応用（◎）
情報数理（◎）
応用物理（◎）

応用数学（◎）
情報理論（◎）

線形代数学（◎）
データ解析（◎）
物理化学（◎）
物性論（◎）

情報代数学（◎）

Ｂ－２ d2-b 情報電子工学実験（◎） 課題研究（○）
工業基礎計測（◎）
基礎工学演習（◎）
特別研究Ⅰ（○）

特別研究Ⅱ（○）
機械システム実験（○）
情報システム実験（○）

Ｂ－３
c

d2-b

コンピュータシステム（○）
コンピュータ言語（○）
プログラミング（◎）
情報電子工学実験（○）

応用数学（◎）
ソフトウェア工学（○）

データ解析（◎）
応用情報科学（◎）
計算応用力学（◎）

特別演習（◎）

Ｃ

Ｃ－１ d1
現代社会論Ⅰ（○）
複合工学セミナーⅠ（○）※２

複合工学セミナーⅡ（○）※２

エネルギーシステム（○）

生命基礎科学（◎）
生産システム設計（◎）
エネルギー基礎工学（◎）
応用情報科学（◎）
計算応用力学（◎）

地球環境科学（◎）
生産システム設計（◎）
エネルギー基礎工学（◎）
生産デザイン論（◎）
複合材料工学（◎）
情報代数学（○）

Ｃ－２
d2-a
d2-c
c

回路網学（◎）
電気電子計測（◎）
電気磁気学（◎）
コンピュータシステム（○）
コンピュータ言語（◎）
プログラミング（○）
電子回路（◎）
論理回路（◎）

ネットワーク（◎）
制御工学（◎）
課題研究（◎）
ソフトウェア工学（◎）
データ構造とアルゴリズム（◎）
コンパイラ（◎）
データベース（◎）
オペレーティングシステム（◎）
計算機回路（◎）
集積回路（◎）
電子デバイス（◎）
電子応用機器（◎）
信号処理（◎）
通信工学（◎）
センサ工学（◎）
情報認識（◎）
プログラミング言語（◎）
エネルギーシステム（○）

特別研究Ⅰ（◎）
応用研究プロジェクト（◎）
弾塑性理論（◎）
流動論（◎）
熱移動論（◎）
制御理論（◎）
物性論（○）
電磁気現象論（◎）
電子物性デバイス論（◎）
情報信号処理（◎）

技術開発と知的財産権（○）
特別演習（◎）
特別研究Ⅱ（○）
応用研究プロジェクト（◎）
創造設計法（○）
数値設計工学（○）
機械システム実験（○）
エネルギーシステム（◎）
先端機能材料（◎）
デジタル制御（◎）
電子応用工学（○）
デジタルシステム（◎）
情報伝送工学（◎）
プログラミング技法（○）
情報システム実験（○）

Ｃ－３

d2-b
h
c
e

情報電子工学実験（◎）
複合工学セミナーⅠ（◎）※２

複合工学セミナーⅡ（◎）※２

課題研究（◎）
工業基礎計測（◎）
基礎工学演習（◎）
特別研究Ⅰ（◎）

特別演習（○）
機械システム実験（◎）
情報システム実験（◎）

Ｃ－４
d2-d
e

d2-a

コンピュータシステム（◎）
電子回路（○）
論理回路（○）
複合工学セミナーⅠ（◎）※２

複合工学セミナーⅡ（◎）※２

ネットワーク（○）
制御工学（○）
データ構造とアルゴリズム（○）
データベース（○）
オペレーティングシステム（○）
集積回路（○）
電子応用機器（○）
センサ工学（○）
情報認識（○）
プログラミング言語（○）

工業基礎計測（◎）
基礎工学演習（◎）
創成演習（◎）
応用研究プロジェクト（◎）

特別演習（○）
特別研究Ⅱ（◎）
応用研究プロジェクト（◎）
先端機能材料（○）
デジタル制御（○）
デジタルシステム（○）
情報伝送工学（○）

Ｄ

Ｄ－１
b
a

現代社会論Ⅰ（○） 哲学（○）
技術倫理（◎）
生命基礎科学（○）
科学技術者と法（◎）

技術開発と知的財産権（○）
地球環境科学（○）

Ｄ－２
d2-d
b

法学（○）
インターンシップ（○）

ネットワーク（○）  システム工学（◎）
エネルギーシステム（◎）
インターンシップ（○）

技術倫理（◎）
科学技術者と法（◎）
エンジニア実践セミナー（◎）
インターンシップⅠ（○）

技術開発と知的財産権（◎）
インターンシップⅡ（○）

Ｅ

Ｅ－１
d2-c
e

データ構造とアルゴリズム（○）
コンパイラ（○）   データベース（◎）
オペレーティングシステム（○）
計算機回路（○）   集積回路（◎）
電子デバイス（○）
電子応用機器（○）
システム工学（○）
エネルギーシステム（○）

弾塑性理論（○）
流動論（○）
熱移動論（○）
制御理論（○）
電磁気現象論（○）
電子物性デバイス論（○）
情報信号処理（○）

技術開発と知的財産権（◎）
エネルギー基礎工学（○）
創造設計法（◎）
数値設計工学（◎）
エネルギーシステム（○）
電子応用工学（◎）
デジタルシステム（○）
情報伝送工学（○）
プログラミング技法（◎）

Ｅ－２
g
h

複合工学セミナーⅠ（○）※２

複合工学セミナーⅡ（○）※２

情報電子工学実験（○）
課題研究（◎）

工業基礎計測（○）
基礎工学演習（○）
特別研究Ⅰ（◎）
応用研究プロジェクト（○）

特別演習（◎）
特別研究Ⅱ（◎）
応用研究プロジェクト（○）
機械システム実験（○）
情報システム実験（○）

Ｆ

Ｆ－１ f 国語表現（◎） 課題研究（○）
特別研究Ⅰ（○）
応用研究プロジェクト（○）

スピーチコミュニケーション（◎）
特別演習（◎）
特別研究Ⅱ（◎）
応用研究プロジェクト（○）

Ｆ－２ f 英語Ⅳ（◎）
英語Ⅴ（◎）
技術英語（I）（◎）  技術英語（E）（◎）

上級英語（◎）
科学技術英語（◎）
応用研究プロジェクト（○）

特別演習（◎）
応用研究プロジェクト（○）

Ｆ－３ f 英語Ⅳ（○）
英語Ⅴ（◎）   課題研究（○）
技術英語（I）（○）  技術英語（E）（○）

上級英語（○）
科学技術英語（○）

スピーチコミュニケーション（◎）
特別研究Ⅱ（◎）

Ｇ

Ｇ－１
a
g

現代社会論Ⅰ（○）
インターンシップ（○）

現代社会論Ⅱ（○）
東アジアの中の日本（○）
インターンシップ（○）

研究技術インターン（◎）
特別実習セミナー（○）
エンジニア実践セミナー（◎）
インターンシップⅠ（○）

研究技術インターン（◎）
特別実習セミナー（○）
インターンシップⅡ（○）

Ｇ－２
e
g
h

スポーツ科学（◎）
インターンシップ（◎）

健康科学（◎）
インターンシップ（◎）

インターンシップⅠ（◎） インターンシップⅡ（◎）

※１：ゴシック体の科目は，各学科・専攻で共通で開講している科目  ※２：特別選択科目の全学科共通のテーマとして実施（４年，５年対象）



表３別表-３ 学習・教育目標の達成度評価対象科目一覧（Ｈ２４年度対応版）           （生産システム工学専攻 建設システムコース）
学習
教育
目標

達成度
評価の
視点

JABEE
基準

達 成 度 評 価 対 象 科 目

本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

A
A-1

a
b

近代と文学（◎）
国語表現（◎）
法学（◎）
経済学（◎）
現代社会論Ｉ（◎）

日本現代文学（◎）
古典文学（◎）
哲学（◎）
現代社会論Ⅱ（◎）
東アジアの中の日本（○）

地域経済論（◎）
郷土の文学と人間（◎）
比較文化論（◎）

A-2
a
b

英語Ⅳ（◎）
現代社会論Ｉ（○）

東アジアの中の日本（◎）
英語Ｖ（○）

上級英語（○）
スピーチコミュニケーション（○）
比較文化論（○）

B

B-1 c

多変数の微分積分学（◎）
行列式と行列の応用（◎）
構造力学Ⅰ（◎）
応用数学（◎）   応用物理（◎）

構造力学Ⅰ（◎）
応用数学演習Ⅰ（◎）
応用数学演習Ⅱ（◎）

線形代数学（◎）
データ解析（◎）
物理化学（◎）

B-2 d2-b
工学実験（○）
応用情報処理（○）

工学実験（○）
課題研究（○）

工業基礎計測（◎）
基礎工学演習（◎）
特別研究Ⅰ（○）

特別研究Ⅱ（○）
建設システム実験（○）

B-3
c

d2-b
応用数学（◎）
応用情報処理（◎）

応用数学演習Ⅰ（○）
応用数学演習Ⅱ（○）

データ解析（◎）
応用情報科学（◎）
計算応用力学（◎）

特別演習（◎）

C

C-1 d1

現代社会論Ｉ（○）
複合工学セミナーⅠ（○）※２

複合工学セミナーⅡ（○）※２

地域および都市計画（○）

地球環境工学（○）
生命基礎科学（◎）
応用情報科学（◎）
計算応用力学（◎）

地球環境科学（◎）
生産システム設計（◎）
エネルギー基礎工学（◎）
生産デザイン論（◎）
複合材料工学（◎）

C-2
d2-a
d2-c
c

構造力学Ⅰ（◎）
鋼構造工学Ⅰ（◎）
鉄筋コンクリート工学Ⅰ（◎）
地域および都市計画（◎）
土木計画学（◎）
水理学（◎）
環境衛生工学（◎）
地盤工学（◎）
建築計画（◎）
建築環境工学（◎）
西洋建築史（◎）

構造力学Ⅰ（◎）
鋼構造工学Ⅰ（◎）
地球環境工学（◎）
課題研究（◎）
水理学（◎）
建築計画（◎）
日本建築史（◎）
都市デザイン論（◎）
構造力学Ⅱ（◎）
鋼構造工学Ⅱ（◎）
鉄筋コンクリート工学Ⅱ（◎）
防災工学Ⅰ（◎）
防災工学Ⅱ（◎）
地形情報処理（◎）
リモートセンシング（◎）
ランドスケープ・デザインⅠ（◎）
ランドスケープ・デザインⅡ（◎）

特別研究Ⅰ（◎）
応用研究プロジェクト（◎）

技術開発と知的財産権（○）
特別演習（◎）
特別研究Ⅱ（○）
応用研究プロジェクト（◎）
建設システム実験（○）

C-3
d2-b
h
c

工学実験（◎）
複合工学セミナーⅠ（◎）※２

複合工学セミナーⅡ（◎）※２

工学実験（◎）
課題研究（◎）

工業基礎計測（◎）
基礎工学演習（◎）
特別研究Ⅰ（◎）

特別演習（○）
建設システム実験（◎）

C-4
d2-d
e

d2-a

土木設計演習（○）
建築構造設計（◎）
建築設計演習（○）
複合工学セミナーⅠ（◎）※２

複合工学セミナーⅡ（◎）※２

交通工学（◎）   河川工学（◎）
海岸工学（◎）   土木施工法（◎）
橋工学（◎）
工業火薬学（◎）
土木設計演習（○）
建築構造設計（◎）
建築施工法（◎）
建築設備（◎）   建築設計演習（○）

工業基礎計測（◎）
基礎工学演習（◎）
創成演習（◎）
応用研究プロジェクト（◎）
建設素材工学（◎）
地盤保全工学（◎）
地域計画論（◎）

特別演習（○）
特別研究Ⅱ（◎）
応用研究プロジェクト（◎）
水環境工学（◎）
空間計画学（◎）
住環境工学（◎）

D

D-1
b
a

現代社会論Ⅰ（○）
地域および都市計画（○）

哲学（○）
地球環境工学（○）
防災工学Ⅱ（○）

技術倫理（◎）
生命基礎科学（○）
科学技術者と法（◎）

技術開発と知的財産権（○）
地球環境科学（○）
水環境工学（○）  住環境工学（○）

D-2
d2-d
b

法学（○）
インターンシップ（○）

土木施工法（○）
建築施工法（○）
インターンシップ（○）

技術倫理（◎）
科学技術者と法（◎）
エンジニア実践セミナー（◎）
インターンシップⅠ（○）

技術開発と知的財産権（◎）
インターンシップⅡ（○）

E

E-1
d2-c
e

地域および都市計画（○）
土木計画学（○）
土木設計演習（◎）
西洋建築史（○）
建築設計演習（◎）

地球環境工学（○）
土木設計演習（◎）
日本建築史（○）  
建築設計演習（◎）
都市デザイン論（○）
鋼構造工学Ⅱ（○）
鉄筋コンクリート工学Ⅱ（○）
防災工学Ⅰ（○）   防災工学Ⅱ（○）
地形情報処理（○）
リモートセンシング（○）
ランドスケープ・デザインⅠ（○）
ランドスケープ・デザインⅡ（○）

建設素材工学（○）
地盤保全工学（○）
地域計画論（○）
環境施設設計演習（◎）

技術開発と知的財産権（◎）
エネルギー基礎工学（○）
構造解析学（◎）
振動解析学（◎）
水環境工学（○）
空間計画学（○）
住環境工学（○）
景観設計演習（◎）

E-2
g
h

工学実験（○）   土木設計演習（○）
建築構造設計（○）
建築設計演習（○）
複合工学セミナーⅠ（○）※２

複合工学セミナーⅡ（○）※２

工学実験（○）
課題研究（◎）
土木設計演習（○）
建築構造設計（○）
建築設計演習（○）

工業基礎計測（○）
基礎工学演習（○）
特別研究Ⅰ（◎）
応用研究プロジェクト（○）
環境施設設計演習（○）

特別演習（◎）
特別研究Ⅱ（◎）
応用研究プロジェクト（○）
景観設計演習（○）
建設システム実験（○）

F

F-1 f 国語表現（◎） 課題研究（○）
特別研究Ⅰ（○）
応用研究プロジェクト（○）

スピーチコミュニケーション（◎）
特別演習（◎）  特別研究Ⅱ（◎）
応用研究プロジェクト（○）

F-2 f 英語Ⅳ（◎）
英語Ⅴ（◎）
技術英語（◎）

上級英語（◎）
科学技術英語（◎）
応用研究プロジェクト（○）

特別演習（◎）
応用研究プロジェクト（○）

F-3 f 英語Ⅳ（○）
英語Ⅴ（◎）    課題研究（○）
技術英語（○）

上級英語（○）
科学技術英語（○）

スピーチコミュニケーション（◎）
特別研究Ⅱ（◎）

G

G-1
a
g

現代社会論Ⅰ（○）
インターンシップ（○）

現代社会論Ⅱ（○）
東アジアの中の日本（○）
インターンシップ（○）

研究技術インターン（◎）
特別実習セミナー（○）
エンジニア実践セミナー（◎）
インターンシップⅠ（○）

研究技術インターン（◎）
特別実習セミナー（○）
インターンシップⅡ（○）

G-2
e
g
h

スポーツ科学（◎）
インターンシップ（◎）

健康科学（◎）
インターンシップ（◎）

インターンシップⅠ（◎） インターンシップⅡ（◎）

※１：ゴシック体の科目は，各学科・専攻で共通で開講している科目  ※２：特別選択科目の全学科共通のテーマとして実施（４年，５年対象）



表３別表-４ 学習・教育目標の達成度評価対象科目一覧（Ｈ２４年度対応版）           （生産システム工学専攻 生物システムコース）
学習

教育

目標

達成度

評価の

視点

JABEE

基準

達 成 度 評 価 対 象 科 目

本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

A

A-1
a
b

近代と文学（◎）

国語表現（◎）

法学（◎）

経済学（◎）

現代社会論Ｉ（◎）

日本現代文学（◎）

古典文学（◎）

哲学（◎）

現代社会論Ⅱ（◎）

東アジアの中の日本（○）

地域経済論（◎）
郷土の文学と人間（◎）

比較文化論（◎）

A-2
a

b

英語Ⅳ（◎）

現代社会論Ｉ（○）

東アジアの中の日本（◎）

英語Ｖ（○）
上級英語（○）

スピーチコミュニケーション（○）

比較文化論（○）

B

B-1 c

多変数の微分積分学（◎）

行列式と行列の応用（◎）

分子生物学（◎）

分析化学（◎）

基礎物理化学（◎）

情報処理（○）

応用数学（◎）

応用物理（◎）

プレゼンテーション技法（◎）

線形代数学（◎）

データ解析（◎）

物理化学（◎）

B-2 d2-b

情報処理（◎）

生物化学基礎実験（◎）

創造実験（○）

機器分析基礎（◎）

生物工学セミナー（◎）

課題研究（○）

工業基礎計測（◎）

基礎工学演習（◎）

特別研究Ⅰ（○）

特別研究Ⅱ（○）

生物システム実験（○）

B-3
c

d2-b
応用数学（◎）

応用情報科学（◎）

データ解析（◎）

計算応用力学（◎）

特別演習（◎）

C

C-1 d1

現代社会論Ⅰ（○）

複合工学セミナーⅠ（○）※２

複合工学セミナーⅡ（○）※２

環境科学（◎）

生命基礎科学（◎）

応用情報科学（◎）

計算応用力学（◎）

環境分析技術（◎）

地球環境科学（◎）

生産システム設計（◎）

エネルギー基礎工学（◎）

生産デザイン論（◎）

複合材料工学（◎）

C-2
d2-a

d2-c

c

タンパク質化学（◎）

分子生物学（○）

有機化学（◎）

分析化学（○）

細胞生物化学（○）

生物工学セミナー（◎）

課題研究（◎）

特別研究Ⅰ（◎）

応用研究プロジェクト（◎）

生物化学（◎）

環境分析技術（○）

技術開発と知的財産権（○）

特別演習（◎）

特別研究Ⅱ（○）

応用研究プロジェクト（◎）

生命情報科学（◎）

生物システム実験（○）

C-3

d2-b

h

c

e

生物化学基礎実験（○）

創造実験（◎）

複合工学セミナーⅠ（◎）※２

複合工学セミナーⅡ（◎）※２

生物工学セミナー（○）

課題研究（◎）

機器分析基礎（○）

工業基礎計測（◎）

基礎工学演習（◎）

特別研究Ⅰ（◎）

特別演習（○）

生物システム実験（◎）

C-4
d2-d

e

d2-a

発酵培養工学（◎）

化学工学（◎）

複合工学セミナーⅠ（◎）※２

複合工学セミナーⅡ（◎）※２

生物化学工学（◎）

高分子化学（○）

食品学（○）

医薬品工学（◎）

材料化学（◎）

工業基礎計測（◎）

基礎工学演習（◎）

創成演習（◎）

応用研究プロジェクト（◎）
応用微生物学（◎）

リサイクル技術（○）

特別演習（○）

特別研究Ⅱ（◎）

応用研究プロジェクト（◎）

生物反応工学（◎）

分離工学（◎）

分子機能工学（○）

D

D-1
b

a
現代社会論Ⅰ（○）

哲学（○）

環境科学（○）

技術倫理（◎）

生命基礎科学（○）

科学技術者と法（◎）

技術開発と知的財産権（○）

地球環境科学（○）

D-2
d2-d

b

法学（○）

インターンシップ（○）

安全工学（◎）

生命倫理学（◎）

生物工学関連法規（◎）

インターンシップ（○）

技術倫理（◎）

科学技術者と法（◎）

エンジニア実践セミナー（◎）

インターンシップⅠ（○）

リサイクル技術（◎）

環境分析技術（○）

技術開発と知的財産権（◎）

インターンシップⅡ（○）

E

E-1
d2-c

e

タンパク質化学（○）

分子生物学（○）

発酵培養工学（○）

有機化学（○）

分析化学（○）

生物化学工学（○）

細胞生物化学（◎）

高分子化学（◎）

食品学（◎）

医薬品工学（○）

材料化学（○）

応用微生物学（○）

生物化学（○）

リサイクル技術（○）

技術開発と知的財産権（◎）

エネルギー基礎工学（○）

生物反応工学（○）

分離工学（○）

分子機能工学（◎）

E-2
g

h

生物化学基礎実験（○）

創造実験（○）

複合工学セミナーⅠ（○）※２

複合工学セミナーⅡ（○）※２

生物工学セミナー（○）

課題研究（◎）

工業基礎計測（○）

基礎工学演習（○）

特別研究Ⅰ（◎）

応用研究プロジェクト（○）

特別演習（◎）

特別研究Ⅱ（◎）

応用研究プロジェクト（○）

生物システム実験（○）

F

F-1 f 国語表現（◎）

生物工学セミナー（○）

課題研究（○）

プレゼンテーション技法（◎）

特別研究Ⅰ（○）

応用研究プロジェクト（○）

スピーチコミュニケーション（◎）

特別演習（◎）

特別研究Ⅱ（◎）

応用研究プロジェクト（○）

F-2 f
英語Ⅳ（◎）

技術英語（◎）
英語Ⅴ（◎）

上級英語（◎）

科学技術英語（◎）

応用研究プロジェクト（○）

特別演習（◎）

応用研究プロジェクト（○）

F-3 f
英語Ⅳ（○）

技術英語（○）

英語Ⅴ（◎）

課題研究（○）

上級英語（○）

科学技術英語（○）

スピーチコミュニケーション（◎）

特別研究Ⅱ（◎）

G

G-1
a

g

現代社会論Ⅰ（○）

インターンシップ（○）

現代社会論Ⅱ（○）

東アジアの中の日本（○）

インターンシップ（○）

研究技術インターン（◎）

特別実習セミナー（○）

エンジニア実践セミナー（◎）

インターンシップⅠ（○）

研究技術インターン（◎）

特別実習セミナー（○）

インターンシップⅡ（○）

G-2
e

g

h

スポーツ科学（◎）

インターンシップ（◎）

健康科学（◎）

インターンシップ（◎）
インターンシップⅠ（◎） インターンシップⅡ（◎）

※１：ゴシック体の科目は，各学科・専攻で共通で開講している科目  ※２：特別選択科目の全学科共通のテーマとして実施（４年，５年対象）
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CAE

CAE (Computer Aided Engineering) 

CAE

Marc

SolidWorks Simulation Marc

CAE CAE

CAE http://www.jsme.or.jp/cee/cmnintei.htm
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科目名 科学技術者と法（Engineer and Law） 対象クラス
生産システム工学専攻

1年

教員名

(所属学科）

小林幸人（共通教育科）

金田照夫（専攻科）
開講期間 後期 授業形式 講義

科目区分
コース共通

教員室位置 共通教育科目棟 1F 授業時数 30 単位数 ２ 選択（学修単位）

教科書 特に指定せず。適宜資料を配付する。

参考書 適宜資料を配付する。

関連科目 本科4年生「法学」，専攻科1年生「技術倫理」，専攻科2年生「技術開発と知的財産権」

科目概要

この科目は，「技術倫理」と対応し，現代社会の根幹を支える科学技術に携わる者として理解すべき法

的責任の問題を取り扱う。技術者は様々な立場において法的な責任を要求されると同時に権利を承認さ

れる。本講義では，様々な法的責任，権利に関する知識を習得すると同時に法的思考方法を理解するこ

とを目的とする。なお，知的財産権に関しては，「技術開発と知的財産権」で主として取り扱う。

授業方針

授業は２名によって分担する。それぞれの担当箇所については，次の通り。授業スケジュールの１〜７

及び14（担当：小林），８〜13（担当：金田）。

授業は基本的には講義形式で行われるが，理解を深めるために，グループ討論や演習なども取り入れる。

達成目標

1.契約責任，不法行為責任等，基本的な法的知識を習得し，事例に則して問題を考察することができる。

2.労働者としての権利と義務についての基本的知識を習得し，企業で働く際に生じる法的問題について

理解し，問題を考察することができる。

3.PL法（製造物責任法）について理解し，事例に関して何が問題となるのかを指摘することができる。

4.品質管理に関わる法的責任について理解し，事例に則して問題を指摘することができる。

5.得意とする専門分野における，法的な問題について理解し，指摘できる。

授業項目 授業項目

1 ガイダンス：法的思考方法について

2 法学概論：契約責任と不法行為責任

3 雇用契約と労働紛争：労働者の権利と義務

4 研究上の業績に対する権利：職務発明制度

5 消費者への責任：消費者基本法と消費者政策

6 公衆に対する責任：公益通報者保護制度

7 企業の社会的責任

8 中間レポートの返却と解説

9 PL 法：製造物責任法

10 品質管理：GLP, GMP, ISO

11 環境と技術者の法的責任

12 生命科学と技術者の法的責任

13 企業経営と特許の関係

14 種の多様性条約

15 リスク社会と法

評価方法及

び総合評価

各担当教員による課題に対するレポートにより評価を行う。成績評価に関しては，左記目標が達成で

きているか否かを判定する。最終成績は，担当教員の評価を合計し，60点以上を合格とする。

備

考

学習

方法

法的知識は，非常に複雑で広範囲に及ぶために，暗記するという性質の授業ではありません。事例を

多く用いる予定なので，その事例に関して，何が法的に問題となるのかをしっかり考えてください。

学 生 へ

の メ ッ

セージ

質問等は，いつでも受け付けます。担当教員のスケジュールを確認し，来室してください。また，メ

ールでの質問にも対応しますので，活用してください。

授業に関する情報発信を以下のページで行う予定です。併せて活用してください。

学修単位

への対応

授業内容に関する演習問題を配付。また，授業内容の理解を深め，定着させるために，該当箇所に関す

る参考文献等を指示し，授業中の課題などで理解度を確認させる。

本校教育目標との対応 （５）
生産システム工学教育プログラムに

おける学習・教育目標との対応
ｄ２－ｄ，b，ａ

A-68

A-68



科目名 電子計測技術(Electronic Measurement Technology) 対象クラス
生産システム工学専攻

１年

教員名

(所属学科）

木場 信一郎（専攻科）、

湯治 準一郎（機械知能

システム工学科）

開講期間 前期 授業形式 演習
科目区分

コース共通

教員室位置 専門Ａ棟３Ｆ，４Ｆ 授業時数 ３０ 単位数 １ 選択（学修単位）

教科書

参考書

関連科目 本科４・５年の各学科ICT関連科目。専攻科の工業基礎計測、各コースシステム実験，実習等。

科目概要

e-Learningの活用或いは運用することによる企画型実践科目。正規の講義・実験科目に対して、例えば電子線，

レーザー光，プラズマ，量子現象等を用いた分析技術の高度化に伴う電子計測技術の発展的な内容を補足し、そ

の原理・計測方法・仮想実験やプロダクト応用への企画立案等をe-Learningを活用して、自学学習する。

授業方針

オンラインのテキストを使用し，自ら学習を進めていくことになる．実験・実習の理論，測定原理などの基本や補

足的な知識の学修を目標としている。

達成目標

・ 電子工学の基礎的な理論を実験・実習に応用できる．

・ 電子計測法のうち、実験・実習に活用できる知識・手法を選択し、活用できる．

・ 電子計測法を用いた実験・実習を組み立てて、結果を予測することができる。

授業項目 授業項目

1 電流と電圧を測る．直流と交流を測る．内部抵抗 16

2 抵抗を測る．電圧計・電流計による方法．ブリッジ 17

3 LCRを測る．交流ブリッジ．デジタルLCRメータ 18

4 脈波や脳波を測る．オシロスコープ．波形・位相測定 19

5 電子デバイス．半導体の材料，PN接合，ダイオード 20

6 電子デバイス．バイポーラトランジスタ，FET，MOSFET 21

7 電子デバイス．光半導体，半導体レーザ，CCD・CMOS 22

8 温度を測る．熱電対の原理と法則．使用例と保護対策 23

9 温度を測る．測温抵抗体・サーミスタの原理と測定 24

10 温度を測る．熱放射式温度測定の原理と特徴． 25

11 速さを測る．レーザドップラー速度計．ペルチェ式非接触流速計 26

12 回転速度を測る．ホール素子・MR素子式．光学式 27

13 光で測る．レーザ顕微鏡．光学式レンジファインダ 28

14 光で測る．レーザ干渉計．光コヒーレンス・トモグラフィ 29

15 光で測る．光ファイバセンサ．レーザ式ガス濃度計 30

評価方法及

び総合評価

・各単元の確認課題の平均により評価する。

備

考

学 習 方

法

・自ら学習計画を立て、進度を管理しながら学習を進めていく

・実験・実習等に活用する場合は、コンテンツの学習ばかりではなく、実験・実習の途中でも結果との比較検討に活

用できるような学習方法を計画する。

学 生 へ

の メ ッ

セージ

必ず学習計画を作成し、関連する実験担当者などの指導教員と相談しながら学習を進める。自学自習が、

基本であるため、学習で得られた知識を活用する目標を明確にしておくこと。

疑問点については、科目担当者がメール等で質問を受け付ける。

学修単位

への対応

企画立案等をe-Learningを活用して、自学学習する。

本校教育目標との対応 （２） 生産システム工学教育プログラムに

おける学習・教育目標との対応

A-69

A-69



科目名 情報通信技術  (Networking Engineering) 対象クラス
生産システム工学専

攻１年

教員名

(所属学科）

藤本 洋一(ICT 活用学

習支援センター)
開講期間 前期 授業形式 演習

科目区分
コース共通

教員室位置 専門 A 棟 4F 授業時数 30 単位数 1 選択（学修単位）

教科書 シスコ ネットワーキング アカデミーのオンラインテキストを使用する

参考書 各種Webおよび情報通信関連の書籍

関連科目 本科1年の情報基礎をはじめとするICT関連科目

科目概要

情報通信関連技術について，PCの設定，ルータの設定，スイッチの設定などのネットワーク構築やその

他の知識・技術を学習する科目である．主として時間割外の時間に各自でe-Learningを使用して自学自

習する．また，長期休暇中などに実際の機器を使用した設定実習やトラブルシューティング，ケースス

タディなどを行う．以上により情報通信関連技術についての実践的なスキルを身につけてもらう．

授業方針

シスコシステムズが提供するオンラインのテキストを使用し，自ら学習を進めていくことになる．長期

休暇中には実機を使用した実習を行い，理解を深めてもらう．

達成目標

1. PCのネットワーク設定ができる．

2. 簡単なネットワークのトラブルを解決できる．

3. 簡単なネットワークセキュリティを考慮することができる．

4. インターネット上の通信の基本的な仕組みを説明できる．

授業項目 授業項目

1 ガイダンス

2 e-Learning科目なので学習スケジュールは各自で決め

ること．

長期休暇中に実機やシミュレータを使用した実習を行

う．

合否判定のためのオンライン試験は期日を決めて演習

室で行う．

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

評価方法及

び総合評価

オンラインによるファイナル試験および課題により判定する．ファイナル試験は70点に満たない場合，2

回目の試験を行う(最高70点)．課題はすべてを提出しなければならない．最終評価はファイナル試験70%，

課題30%とする．

備

考

学 習 方

法

自ら計画的に時間外に時間を設定して，学習を進めていくこと．学習にあたってはノートを用意し，記

録をとっていくことを勧める．

学 生 へ

の メ ッ

セージ

少しずつ継続的に学習しよう．e-Learningなので時間を自ら調整することが要求されます．

疑問点があれば，メールなどで質問してください．

ほかの受講者との意見交換もよい方法です．

学修単位

への対応

自ら計画的に時間外に時間を設定して，学習を進めていく．学習にあたってはノートを用意し，記録を

とっていく．

本校教育目標との対応 （２） 生産システム工学教育プログラムに

おける学習・教育目標との対応

A-70

A-70



科目名 創成演習(Practice of creative skill) 対象クラス
生産システム工学専攻

１年

教員名

(所属学科）

渕田邦彦（建築社会ﾃﾞｻﾞ

ｲﾝ工学科）木場信一郎

（専攻科）

開講期間 前期 授業形式 演習

科目区分

コ－ス共通

教員室位置
共同教育研究棟 2F

専門 A 棟 3F
授業時数 30 単位数 １ 選択（学修単位）

教科書 プリント配布

参考書 「想像力育成の方法」 塚本真也 森北出版

関連科目 本科における卒業研究，専攻科における特別研究，特別演習

科目概要

技術者に必要とされる「課題探究・創成能力」の訓練を目的とするデザイン教育科目。メカニカル発想法や

ブレ－ンスト－ミングなどの発想ツ－ルを駆使しての Open-Ended 課題による発想訓練，成果発表・質疑

応答訓練を実施し，さらに創成実験課題によるモノ創成を実体験することで発想力の重要性を認識させる。

授業方針

発想ツ－ルを用いてのOpen-Ended課題による発想訓練，成果発表・質疑応答訓練を実施する。さらに創成実

験課題によるモノ創成を実体験することで発想力の重要性を認識させる。各単元で発想法に関連する演習課

題を課し、課題への取組みを通じて、発想力について基礎的な理解を深める。

達成目標

1. 種々の発想ツ－ル、とくにメカニカル発想法とブレ－ンスト－ミング法を理解し、それらを用いて発想

力を訓練できる。

2. 基本的な課題探求に取組み、問題発見・解決能力を高めることができる。

3. 演習課題への取組みの成果をレポ－トにまとめ、プレゼンテ－ションすることができる。

4. モノ創成の演習課題に取組み、創成実験を通して多くのアイデアを創出することができる。

授業項目 授業項目

1 ガイダンス 16

2 知識の量と創造力 17

3 知識の既成概念 18

4 思考実験による発想準備 19

5 創造力初期値の測定 20

6 メカニカル発想法の訓練 21

7 ブレーンストーミング法 22

8 発想課題演習１ 23 〔中間試験〕

9 発想課題演習２ 24

10 発想課題演習レポート作成 25

11 レポートのプレゼンテーション 26

12 創造プログラム演習課題 27

13 創造プログラム演習課題 28

14 準備 29

15 課題プレゼンテーション 〔後期学年末試験〕

30

評価方法及

び総合評価

目標項目1から４についての達成度を課題レポ－ト等で確認する。２回の演習課題レポート等の評価を50％

程度，創造プログラム演習課題を50％程度として総合評価して成績を算出し、60点以上を合格とする。

備

考

学 習 方

法

毎回の演習内容に関してプリントを配布する。その日の演習に対して積極的に取組むとともに内容について

重要な事項などを確認する復習を行うこと。種々の発想法について各自整理しながら演習課題による発想訓

練などを通じて理解を深める。疑問点や不明な点などは授業時間内に質問して理解する。

学 生 へ

の メ ッ

セージ

本科目は暗記科目ではない。独自に考えて，発想する能力を鍛錬する科目である。内容説明ならびにモデル

実験で積極的に質疑・討論に参加してもらいたい。演習では，まず「発想力」の訓練を行う。一見つまらな

いような発想でもよいので，アイデアを多数噴出させることが重要である。また発想訓練を実施するため一

度欠席すると次の授業内容が把握できなくなるので，特別な理由がない限り欠席できないことに注意するこ

と。なお質問についてはは随時受け付ける。時間については教員室ドアに掲示の週時間表を参照のこと。

学修単位

への対応

適宜課題レポートを課し，提出されたレポートにより自学自習時間を確認する。

本校教育目標との対応 （３）、（６） 生産システム工学教育プログラムに

おけるJABEE基準との対応
d2-d，e

A-71

A-71



科目名 エンジニア実践セミナー(Engineer Seminar) 対象クラス
生産システム工学専攻

１年２年

教員名

(所属学科）

（非常勤講師）松本一

喜・堤康博・赤星伸弘・

樋口浩文．

専攻科専任教員（教育支

援アドバイザー・専攻

長）

開講期間 前期 授業形式 講義
科目区分

コース共通

教員室位置 授業時数 ３０ 単位数 ２ 選択（学修単位）

教科書 配布資料等。

参考書 配布資料等。

関連科目 専攻科 １年 技術倫理，科学技術者と私，２年 生産と法，技術開発と知的財産権

科目概要

企業を運営する上で、技術者が直面する問題やその解決法, 組織人としての技術者が備えておくべき能

力などを、実践的な視点から理解する。企業内で技術部門のマネージメントの経験のある技術者や地域企

業の経営者、高専を卒業後上記のような実績を持つOBなどを講師として、そこからエンジニアリングの実

践・実際に触れ、社会の要求にこたえることの意義も含めた広い意味の実践力の向上を図る。オムニバス

形式で、学外研修形式の講義も含めて実施する。

授業方針

授業は、企業内で技術部門のマネージメントの経験のある技術者や地域企業の経営者、高専を卒業後上

記のような実績を持つOB、地域で活躍する技術士の先生方によるオムニバス形式で、学外研修形式の講義

も含めて実施する。

達成目標

1. 技術者の企業内活動を通して、社会と技術の繋がりとその実際を理解できる。

2. 経営リスクなどの企業経営の問題について理解できる。

3. 技術士について制度の理解と社会的な意義を理解できる。

4. 情報を収集・整理して、問題を分析できる。

授業項目 授業項目

1 ガイダンス 16

2 地元企業のエンジニアリングの実際と課題Ⅰ 17

3 地元企業のエンジニアリングの実際と課題Ⅱ 18

4 地元企業のエンジニアリングの実際と課題Ⅲ 19

5 地元企業のエンジニアリングの実際と課題Ⅳ 20

6 経営リスクⅠ 21

7 経営リスクⅡ 22

8 リスクマネジメントⅠ 23 〔中間試験〕

9 リスクマネジメントⅡ 24

10 技術士資格 25

11 技術士からみた技術倫理 26

12 地域における技術士の役割 27

13 技術士試験の実際 28

14 テーマ別プレゼンテーションⅠ（質疑応答） 29

15 テーマ別プレゼンテーションⅡ（質疑応答） 〔後期学年末試験〕

30 学年末試験の返却と解説

評価方法及

び総合評価

各テーマの評価方法によって評価された結果と最終的なプレゼンテーションにより評価する。

各テーマ評価の平均（７０％）、

プレゼンテーション（３０％）

評価は、上記評価を合計し、60点以上を合格とする。

備

考

学 習 方

法

・講義が中心ではあるが、テーマによって関連する企業などへ実際に出向き研修等に参加して実務の様子

を理解する。

・エンジニアとしての視野を広げる取り組みとして捉え、積極的な姿勢でコミニケーションに参加する。

・プレゼンテーションが評価の一部に加わるため、講師の指導下で、必要な資料の収集を行う

学 生 へ

の メ ッ

セージ

授業では、講義科目ではあるが、それぞれのテーマで実践或いは実際的な内容を、リアルな問題・実践

事例・問題解決法などから説明・実習することに力点が置かれる。そのため幅広い視点を持って、積極的

な姿勢で受講してもらいたい。

学修単位

への対応

講義が中心ではあるが、テーマによって関連する企業などへ実際に出向き研修等に参加して実務の様子を

理解し、講師の指導下で、必要な資料の収集を行う

本校教育目標との対応 （３） 生産システム工学教育プログラムに

おける学習・教育目標との対応

d2-d,b,a,g

A-72

A-72



科目名 インターンシップⅠ(Internship Ⅰ) 対象クラス
生産システム工学専攻

１年

教員名

(所属学科）
専攻科専任教員 開講期間 通期 授業形式

科目区分
共同教育

教員室位置 授業時数 単位数 １～４ 選択（学修単位）

教科書 特に定めない。

参考書 特に定めない。

関連科目 本科および専攻科で履修する全ての科目と関連が深い。

科目の概要

インターンシップを利用した企業や官公庁等学外での研修・実習は、実務を経験する貴重な機会であり、専攻科におけ

る学習・教育に多大な効果が期待される。

授業方針

本科目では学内での講義や実験・研究とは別に、自主的に参加した学外での様々な実務経験を単位として認定する。

認定する実務経験は、以下の２つのケースである。

・ 企業での実習

・ 官公庁での実習

いずれの場合も単位の認定には、実習期間５日以上、インターンシップ証明書の提出、実習報告書の提出、インターン

シップ報告会での発表が必要である。

授業項目 時間 達成目標（修得すべき内容）

１． 本科目は、開講期間にかかわらず実施可

能。

２． 実施にあたっては、必ず事前に計画などに

ついて打ち合わせを行うこと。

３． 実施後は、必ず報告を行うとともに、実施

内容のレポート作成を行うこと。

評 価 方
法 に 定
め る 期
間

1. 参加したインターンシップ等の学外での実務経験の記録を残

すことができる。

2. 記録をもとに、その目的及び概要を理解し、その内容をレポ

ート等でまとめることができる。学外での実務経験の内容

を、聞き手の理解を促すように工夫してプレゼンテーション

を行うことができる。

評価方法及び

総合評価

達成目標の項目に基づいて、インターンシップ証明書での評価、報告書、報告会により評価する。

なお、実施された期間によって１単位（５日以上９日まで），２単位（１０日以上１４日まで），３単位（１５日以上１９日ま

で），４単位（２０日以上）とする。

単位は、１年次学年末に認定する。

備

考

学習方法

・ 授業では得られない実務上の経験を経て、その後の研究や授業への取り組み、進路の選択などに活かせるよう、イ

ンターンシップでは目的を持って自主的かつ積極的に活動すること。

１日の実習に対して、実習に従事する時間以外に１時間相当以上の自学学習を行うこと。

学生への

メッセー

ジ

機会を見つけて積極的に学外の色々な実務を経験する事により、自分自身の持つ基礎力と実践力を高めてほしい。

学修単位

への対応
１日の実習に対して、実習に従事する時間以外に１時間相当以上の自学学習を行う。

本校教育目標との対応 （４），（５）
生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応
a, e, g, h, d2-d

A-73

A-73



科目名
インターンシップⅡ

Internship Ⅱ
対象クラス

生産システム工学専攻

２年

教員名

(所属学科）
専攻科専任教員 開講期間 通年 授業形式

科目区分
共同教育

教員室位置 授業時数 単位数 １～４ 選択（学修単位）

教科書 特に定めない。

参考書 特に定めない。

関連科目 本科および専攻科で履修する全ての科目と関連が深い。

科目の概要

インターンシップを利用した企業や官公庁等学外での研修・実習は、実務を経験する貴重な機会であり、専攻科におけ

る学習・教育に多大な効果が期待される。

授業方針

本科目では学内での講義や実験・研究とは別に、自主的に参加した学外での様々な実務経験を単位として認定する。

認定する実務経験は、以下の２つのケースである。

・ 企業での実習

・ 官公庁での実習

いずれの場合も単位の認定には、実習期間５日以上、インターンシップ証明書の提出、実習報告書の提出、インターン

シップ報告会での発表が必要である。

授業項目 時間 達成目標（修得すべき内容）

１． 本科目は、開講期間にかかわらず実施可

能。

２． 実施にあたっては、必ず事前に計画などに

ついて打ち合わせを行うこと。

３． 実施後は、必ず報告を行うとともに、実施

内容のレポート作成を行うこと。

評 価 方
法 に 定
め る 期
間

1. 参加したインターンシップ等の学外での実務経験の記録を残

すことができる。

2. 記録をもとに、その目的及び概要を理解し、その内容をレポ

ート等でまとめることができる。学外での実務経験の内容

を、聞き手の理解を促すように工夫してプレゼンテーション

を行うことができる。

評価方法及び

総合評価

達成目標の項目に基づいて、インターンシップ証明書での評価、報告書、報告会により評価する。

なお、実施された期間によって１単位（５日以上９日まで），２単位（１０日以上１４日まで），３単位（１５日以上１９日ま

で），４単位（２０日以上）とする。

単位は、１年次学年末に認定する。

備

考

学習方法

・ 授業では得られない実務上の経験を経て、その後の研究や授業への取り組み、進路の選択などに活かせるよう、イ

ンターンシップでは目的を持って自主的かつ積極的に活動すること。

１日の実習に対して、実習に従事する時間以外に１時間相当以上の自学学習を行うこと。

学生への

メッセー

ジ

機会を見つけて積極的に学外の色々な実務を経験する事により、自分自身の持つ基礎力と実践力を高めてほしい。

学修単位

への対応

本校教育目標との対応 （４），（５）
生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応
a, e, g, h, d2-d

A-74

A-74



科目名 応用研究プロジェクト(Projects on Advanced Research) 対象クラス
生産システム工学専攻

１・２年

教員名

(所属学科）
特別研究指導教員 開講期間 通期 授業形式 実習

科目区分
共同教育

教員室位置 授業時数 ９０ 単位数 ２ 選択（学修単位）

教科書

参考書

関連科目
本科４，５年で開講した実習や課題研究、１年次の特別研究Ⅰ、工業基礎計測、基礎工学演習および２年次の特別研

究Ⅱ、特別演習との関連が深い。

科目の概要

各自が取り組む特別研究と並行して、指導教員の指導の下に、共同研究先との研究活動を、主体的に進める。

外部研究機関や企業との共同研究の実践を通して、発展的、広域的あるいは実践的な研究活動を行うことにより、創造性

や実務能力を育成するとともに、社会性などの人間力の向上を図る。

授業方針

特別研究指導教員、または共同研究先指導者グループによって，特別研究の実施と並行させて実験を進める上で必要

となるテーマについて、コーディネートされた研究活動を実施する。融合的なテーマ探索や研究設備・環境を計画的に活

用して、特別研究のレベルをさらに高度化する。履修にあたっては、

１）研究指導教員及び共同研究先指導者のコーディネートによること、

２）外部機関との共同研究の一環であること、

を要件とする。

授業項目 時間 達成目標（修得すべき内容）

1. ガイダンスと研究テーマ決定

2. 研究方法，資料収集，調査などについて指導教

員及び共同研究先指導者と議論しながら各自で

研究計画を立案する。

3. 進捗状況を報告し、指導教員・共同研究先指導

者と議論する。

4. 日々の研究成果を研究ノートや研究実施記録に

まとめる。研究実施記録は定期的に指導教員及

び共同研究先指導者のチェックを受ける。

5. 特別研究における成果の活用及びプロジェクトと

しての成果をプレゼンテーションする。

6. 学外への発表または特許申請。

９０

1. 各研究テーマについて，その背景となる基礎知識を深めることが
できる。

2. 特別研究の内容を充実させるための実験計画を、共同研究先指
導者と協調しながら、実施することができる。

3. プロジェクトテーマに関連した実践的方法，理論解析，評価方法
などを習得する。

4. 結果をまとめて、発表できる。

評価方法及び

総合評価

評価は、特別研究の評価と対応させて、つぎの項目により行う．

（１）本校の研究指導教員及び外部機関の指導者が確認した20日以上の共同研究の実施記録（４０％）

（２）成果の報告と発表（２０％）

（３）学外発表の実績（論文・特許申請等において外部機関と共同で研究した旨の記述のあるもの）（４０％）

備

考

学習方法

・ プロジェクトは，特別研究Ⅰ・Ⅱと並行している。

・ 特別研究を実施する上で、共同研究先に出向いて指導を受けながら、異なる研究環境を生かした実験・実習・研

修等に主体的に参加し、成果を特別研究に活用し、内容の充実を図る。

学生への

メッセー

ジ

指導教員及び共同研究先指導者と密接に連絡をとり、指導教員のアドバイスを得ながら、各研究テーマに関連する

先端技術や社会的な課題・位置づけ等に対する理解を深めて下さい。

学修単位

への対応

日々の研究成果を研究ノートや研究実施記録にまとめる。研究実施記録は定期的に指導教員及び共同研究先指導者

のチェックを受ける

本校教育目標との対応
（３），（６），（１） 生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応

d2-a, d2-c, d2-d, g, h, f

A-75

A-75



科目名 研究技術インターン(Research Internship on Engineering) 対象クラス
生産システム工学専攻

１・２年

教員名

(所属学科）
特別研究指導教員 開講期間 通期 授業形式 実習

科目区分
共同教育

教員室位置 授業時数 ４５ 単位数 １ 選択（学修単位）

教科書

参考書

関連科目 １・２年次特別研究、特別演習と関連が深い。

科目の概要

本科目は、外部機関等で特別研究の研究テーマに必要な技術を修得し、研究内容の向上を図るためのコーディネート

科目。他大学や他高専等の外部研究機関や企業或いは本校専攻科他コースにおいて専門を超えて、研究テーマに必要

な計測・分析・データ解析・画像処理等の実験・演習内容を選択し、目的とする技術を習得し、特別研究へ活用する。

授業方針

概要に示した様に、学内での講義や実験・研究とは別に、特別研究指導教員、または外部機関の指導者グループと協

議しながら、自主的にテーマを設定し、技術の習得に必要な期間等の実習計画を策定する。

履修にあたっては、

１）研究指導教員及び受け入れ先機関のコーディネートによること。

２）研究テーマに必要な計測・分析・データ解析・画像処理等の専門外周辺技術・スキルの取得であり、研究テーマに活

用される内容であること。

３）高専および大学との単位互換協定に基づく科目以外であること。

４）その他、特別実習セミナーで単位を認定することのできる項目以外であること。

を要件とする。

授業項目 時間 達成目標（修得すべき内容）

1. ガイダンスとテーマ決定

2. 外部機関及び技術内容等の調査を行い、指導教

員及び受け入れ機関と議論しながら各自で実施

計画を立案する。

3. 日々の成果を研究実施記録にまとめる。研究実

施記録は定期的に指導教員及び受け入れ先指

導者のチェックを受ける。

4. 修得した技術の活用及びプロジェクトとしての成

果をプレゼンテーションする。 ９０

1. 取り組んだ活動の記録を残すことができる。
2. 記録をもとに、その目的及び概要を理解し、その内容をレポート・

発表等でまとめることができる。
3. 特別研究の展開に活用できる。

評価方法及び

総合評価

評価は、つぎの項目により行う．

１）本校の研究指導教員及び外部機関の指導者が確認した45時間以上の活動実施記録。（６０％）

２）習得した技術の内容に関するレポート、報告書、プレゼンテーション等の内容。（４０％）

備

考

学習方法

・ 専門を超えて、特別研究テーマに必要な実験・演習内容を選択し、目的とする技術を習得するために、受け入れ

機関の選定や実施計画等から、習得すべき技術について、主体的に取り組む。

学生への

メッセー

ジ

積極的に学外の色々な活動に参加したり、専門以外の技術に触れる機会を増やすことにより、その成果を専門の実

践に結びつけるなど、専門とする分野を軸に技術的な実践・基礎・問題解決力の幅を広げるよう心がけてほしい。

学修単位

への対応

日々の成果を研究実施記録にまとめる。研究実施記録は定期的に指導教員及び受け入れ先指導者のチェックを受け

る。

本校教育目標との対応
（４） 生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応

a, g

A-76

A-76



科目名 特別実習セミナー(Engineering Seminar) 対象クラス
生産システム工学専攻

１・２年

教員名

(所属学科）
専攻科専任教員 開講期間 通期 授業形式

科目区分
学外

教員室位置 授業時数 単位数 １・２ 選択（学修単位）

教科書 特に定めない。

参考書 特に定めない。

関連科目 本科および専攻科で履修する全ての科目と関連が深い。

科目の概要

本科目は、多方面に亘る学習教育活動を支援・活用する目的で、学外単位として認定するものである。以下に具体例を

あげて概要を記す。

九州の高専間で実施されるサマーレクチャーは、通常の授業とは違った視点での幅広い専門知識の習得が可能であ

り、且つ他高専との交流の意義も大きい。各種の設計競技（コンペ）への応募は実務的な演習の機会であり、入賞した場

合にはその成果が外部から評価されたことになる。各種の資格取得なども実務上の学習の成果といえる。

授業方針

概要に示した様に、本セミナーでは学内での講義や実験・研究とは別に、自主的に参加した学外などでの様々な学習

経験を学外単位として認定する。

単位の認定は、参加したテーマについての成果（レポート、記録など）にもとづいて行う。

授業項目 時間 達成目標（修得すべき内容）

１． 本科目は、開講期間にかかわらず実施可

能。

２． 実施にあたっては、必ず事前に計画などに

ついて打ち合わせを行うこと。

３． 実施後は、必ず報告を行うとともに、実施

内容のレポート作成を行うこと。

評 価 方
法 に 定
め る 期
間

1. 取り組んだ活動の記録を残すことができる。

2. 記録をもとに、その目的及び概要を理解し、その内容をレポ

ート等でまとめることができる。

評価方法及び

総合評価

達成目標の項目に基づいて、個々の内容について教務委員会で審議して評価する。各種の資格取得などでは、得

られた資格によって個別に判断する。

なお、他大学・サマーレクチャー等のように、単位互換により単位認定を受けた場合は、認定された単位数を取得

することになる。

備

考

学習方法

・ サマーレクチャーでは自分の専門領域を超えた分野での学習も可能である。複眼的モノづくりのために、自分自身

に様々な知識の引き出しを用意できるよう、積極的に集中的に取り組むこと。

・ 設計競技や資格取得は、身につけた知識や技術のレベルを測る上でも有効であり、チャレンジすることでさらなるレ

ベルアップに繋がるよう、計画的に取り組むこと。

学生への

メッセー

ジ

機会を見つけて積極的に学外の色々な活動に参加したり、資格取得を目指すことによって、自分自身の持つ基礎力と

実践力を高めてほしい。

学修単位

への対応
参加したテーマについての成果（レポート、記録など）にもとづいて行う。

本校教育目標との対応
（４） 生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応

a, g

A-77

A-77




